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家畜に寄生する住肉胞子虫（Sarcocystis）の中で，
人を終宿主とするものには牛寄生種 S. hominisと豚寄
生種 S. suihominisの 2種が知られている［1, 2］．この
2種は人の腸管内での発育に伴い腹痛，嘔吐，下痢等の
病原性を示すことが報告されており［3, 4］，人畜共通
寄生虫病として知られている．一方，原虫そのものが人
に対して嘔吐や下痢を引き起こすことが，新たに馬寄生
種 S. fayeriで示された［5, 6］．このタンパク質は動物
実験の結果，下痢原性タンパク質であることが証明さ
れ，寄生虫性食中毒の原因として届出対象となった［5, 
6］．
著者らは，人に感染する Sarcocystisによる食中毒予
防を確立する目的から，今回は牛に着目し，Sarcocystis

の感染状況と種の同定を実施したところ，通常みられる
ものとは異なるシストを検出した．このシストについ
て，病理組織学的及び透過型電子顕微鏡学的検査を行っ
た．

材 料 及 び 方 法

検査材料として，平成 24 年 4 月から平成 25 年 12 月
までに，管内と畜場でと殺された牛 67 頭の心筋，横隔
膜筋，咬筋，舌筋，舌下筋，胸鎖乳頭筋，上腕三頭筋，
尺側手根屈筋，肋間筋，胸最長筋，背最長筋，大腰筋，
仙尾筋，大腿四頭筋，下腿三頭筋の 15 カ所を 100gず

つ採取し，検査材料とした．
各採取材料を，2×2.5×2cm大に切り出し，10％ホ
ルマリン液で固定した後，パラフィン包埋し，薄切した．
この薄切切片について，ヘマトキシリン・エオジン染
色を施し，光学顕微鏡下でシストの形態を観察した．
ホルマリン固定材料の一部を 1％オスミウム酸で後固
定し，脱水後，エポン包埋し，超薄切切片を作製した．
切片は酢酸ウランとクエン酸鉛で染色し，透過型電子顕
微鏡（H-7600，㈱日立ハイテクノロジーズ，東京）で
シスト壁の超微細形態を観察した．

成　　　　　績

検査牛 67 頭中 1頭（1.5％）に通常牛でみられる Sar-

cocystis cruziとは異なる壁の厚いシストが認められた．
シストを保有していた個体は 41 カ月齢のホルスタイン
種の雌で，胸最長筋及び大腰筋の 2カ所から検出され，
1切片当たりのシスト数はそれぞれ 1個であった．
光学顕微鏡所見では，大きさが 110～405×105～
110μm，シスト壁の厚さが 3～4μmで，柵状構造が観
察された（図 1）．
透過電顕所見では，シストの基部から先端部に同一の
幅を有する柵状の villar protrusionが観察された（図
2）．Villar protrusionの大きさは 6.4～7.8×0.8～1.2
μmであった．villar内部には基底から先端にかけて多
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とする S. hominisの 3種が知られている［1, 2］．これ
ら 3種は，光学顕微鏡下で，シスト壁の薄いタイプ（壁
の厚さが 1μm 以下）の S. cruzi と厚いタイプの 

S. hominis及び S. hirsutaとに区別することが可能で
ある．しかし，後者 2種は，光学顕微鏡下で判別するこ
とは困難である［1］．Dubeyら［1］は，透過電顕下で
シストの villar protrusionの形態を 24 のタイプに分類
し，種の特徴を報告している．S. hominisのシスト壁
は柵状の villar protrusionを有し，その大きさは約 7.0
×0.7μm で，内部には微細管がみられる．一方， 
S. hirsutaのシスト壁は棍棒または球根状で大きさ約
7.0×1.5μmの villar protrusionを有する．その表層は
微小な突起を伴い，内部には微細管及びオスミウム陽性
顆粒を有する．今回検出されたシストは光学顕微鏡下で
はシスト壁が厚く，透過電顕下では，柵状の villar 

protrusionを有し，内部には微細管が観察された．こ
れらの形態は，すでに Saitoら［7］がアカゲザルへの
投与実験によって証明した S. hominisの形態，さらに
Dubeyら［1］の報告とも一致した．以上のことから，
今回，石川県で検出された Sarcocystisを S. hominisと
同定した．
わが国では，牛寄生種 3 種のうち犬を終宿主とする 

S. cruzi及び人を終宿主とする S. hominisの 2 種が報
告されている［7-9］．このうち，犬を終宿主とする 

S. cruziは，わが国では最もポピュラーにみられ，その
報告も多く［8-12］，さらに斉藤ら［9, 10］の調査では
5 歳齢以上のホルスタイン種ほぼすべてに感染がみら
れ，感染率も高いことを報告している．一方，終宿主が

数の微細管及び基底の一部にオスミウム陽性顆粒が観察
された（図 3）．また，基部は電子密度が低く，先端部
は微細管が密集しており電子密度の高い像であった．

考　　　　　察

牛を中間宿主とする Sarcocystisは，犬を終宿主とす
る S. cruzi，猫を終宿主とする S. hirsuta，人を終宿主

図 1　骨格筋にみられた Sarcocystis homi-
nisシスト
（Bar＝10μm　HE染色　×400）

図 2　S. hominisシストの透過電顕像
シスト壁は本種の特徴である柵状の

villar protrusionが観察された．
（Bar＝1μm　×8,000）

図 3　villar protrusionの拡大像
内部には微細管が観察された．

（Bar＝1μm　×200,000）
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する報告はない．Saitoら［15］の S. suihominisの調
査で特定農場に発生が見られたことから，S. hominis

についても特定農場の継続調査を実施し，得られたシス
トを用いて，失活試験等の実施を考えている．
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人である S. hominisに関する報告は斉藤ら［7, 13］が，
埼玉県で発見した報告のみで，その感染率は不明であ
る．今回の調査では，1.5％の感染が見られた．わが国
で流通している食肉における Sarcocystisの感染率は，
牛寄生種 S. cruzi が高齢の牛で 100％，馬寄生種 

S. fayeriで 95％といずれも犬を終宿主とするもので高
い［9, 10, 14］．一方，豚を中間宿主とし，人を終宿主
とする S. suihominisの感染率は 0.83％と低く［15］，
今回の牛を中間宿主とし，人を終宿主とする S. homi-

nisの感染率も類似していた．このことから，わが国で
は，人を終宿主とする Sarcocystisは全国的に存在する
ものの，その感染率は低いことが推察された．Sarcocys-

tisは，終宿主が排泄した糞便中のスポロシストに汚染
した飼料や水を中間宿主が摂食することで感染し，その
中間宿主筋肉内にシストが形成される［2］．また，その
感染筋肉を終宿主が摂食することで感染が起こるといっ
た生活環を有する［2］．すなわち，人を終宿主とする種
が低い感染率であったことについて，国内での上下水設
備の拡充等により，人の糞便による環境中スポロシスト
量が低く，家畜に対する感染機会の少ないことが一因と
考えられた．
斉藤ら［6, 10, 16］が報告してきた家畜の Sarcocys-

tisの中で，牛寄生種 S. cruzi，豚寄生種 S. miescheri-

anaは，いずれも心筋を始めとする全身の横紋筋に寄生
が見られたが，馬寄生種 S. fayeriは心筋に寄生しなかっ
た．すなわち，種によって寄生部位に相違があると考え
られた．S. hominisの報告では，心筋に寄生は見られず，
横隔膜筋から検出されている［7］．今回の成績において
も，心筋に寄生は見られず，骨格筋に寄生が見られた．
今後，S. hominisの調査部位として心筋以外の横紋筋を
検査することが必要であると考えられた．
今回 S. hominisが検出されたことで，牛肉からの人
への感染が危惧された．このことから，牛肉の生食に対
しては，細菌性食中毒に加え，寄生虫学的なリスクも考
慮し，注意喚起していく必要性が考えられた．
馬寄生種 S. fayeriに関する食中毒予防対策として，
肉の凍結処理が有効であることが報告されている［5, 
6］．しかし，人を終宿主とする牛寄生種 S. hominisと
豚寄生種 S. suihominisに対する有効な食中毒予防に関
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Sarcocystis hominis Detected From Cattle in Ishikawa Prefecture
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SUMMARY

Sarcocysts with a thick wall were detected from the striated muscles of 1 out of 67 cattle slaughtered in 
Ishikawa Prefecture.  Cysts had a wall that was 3 to 4μm thick and provided with palisade-like villar protru-
sions.  The villar protrusions were 6.4～7.8×0.8～1.2μm in size and had microtubules in the core.  The sarco-
cysts were identified as Sarcocystis hominis. ─ Key words : cattle, Sarcocystis hominis, striated muscle.
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